
 

 

  

 

 

 

『子供の思いを大切に』 

校長 熊木 崇   

 

先日の道徳授業地区公開講座では、大勢の方に

道徳の授業を見ていただきありがとうございま

した。 

当日は、パネラーに港区教育委員会 富樫学 

指導主事をお迎えして「子供の思いを大切にする

道徳教育」をテーマにディスカッションを行いま

した。内容について少し紹介します。 

① 子供の「褒め方」 

ポイントは「点」ではなく「線」で褒める。

子供の変化を見取り、成長（変化）した瞬間

を見逃さない、できた・できなかったという

結果だけでなく、努力の過程における変化を

みる等、子供のことをよく観察することで

「褒める」ポイントが見える。 

② 子供の「思い」 

子供の行動の裏にはどんな思いが隠れてい

るのか考える。例えば、お子さんがイライラ

していて反抗的な場合、友達関係、学習、運

動などうまくいっていないことも考えられ

る。行動面の指導だけをしても伝わらないの

で、まず思いを受け止める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 子供の「学び」 

子供たちは大人の様子をよく見ている。例え

ば、信号無視や横断歩道を渡らない大人を見

て学んでいる。また、謝罪すべきところを言

い訳する大人がいれば、言い訳すれば謝罪し

なくてよいことを学ぶ。 

 

子育てに悩みは付き物ですが、少しでも子供の

成長に良い影響を与えられる大人の一人であり

たいと考えさせられる時間となりました。  

ご家庭でも、道徳の授業について話題にしてみ

てください。 

 

＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ 

１０月１日（火）から、港区広報トピックスで

港陽中学校が紹介されます。教育活動の特色であ

る「海に関する環境教育」や「セーリング・ヨッ

ト部」などの紹介があります。 

港区ホームページ「広報・報道」「動画配信」

からご覧ください。 

お台場レインボーバスの車内でも放送される

予定です。 

 

 

 

 

 １０月５日（土）に港区総合防災訓練がお台場学園で行われます。本校では日頃より、避難訓練や防災ノ

ート等を活用し、防災についての意識を高めたり、話し合ったりしています。地震、風水害などの天災は、

いつ起こるかわかりません。普段からの備えが重要になるとともに、「自分たちの街は自分たちで守る」の

スローガンのもと、実践的な訓練が欠かせません。中学生は、防災 Jr.ティームとして、救護班、消火班、

搬送・誘導・設営班、食糧班に分かれて、実際の災害を想定した訓練を行っています。５日の総合防災訓

練で、その成果をお見せできればと思います。小学生は当日、代表児童が大声を出して助けを呼ぶ役割で

訓練に参加します。また、各ブースを周って説明を聞いたり、実際に体験したりして、防災への知識が増

え、さらに関心を高めていきます。 

ご家庭でも、緊急時の集合場所や防災用品の確認等、話題にしていただければ 

と思います。              

 

（生活指導主任 植木絵美・青山麻希） 

 

 令和元年１０月号 
港区立小中一貫教育校 

お台場学園 
〒135-0091港区台場 1-1-5 

小学校 03-5500-2572 
中学校 03-5500-2575 

港区総合防災訓練への取組 

 



委員会活動の紹介：環境委員会 
環境委員会は、児童・生徒が学園生活を気持ちよく過ごせるよう、よりよい学校環境をつくることを目指して

活動を進めています。主な活動の一つはペットボトルキャップの回収です。各学級で集められたペットボトルの

キャップを環境委員会で集約しています。清掃用具の点検・整備や黒板消しクリーナーの手入れなど、校内美化

につながる活動も行っています。また、１学期には、花を育てる活動や、中学校の生徒による教室内の安全点検

も行いました。２学期には、衣服リサイクルの活動も計画しています。来年度に開催されるオリンピック・パラ 

            リンピックの影響で、残念ながら今年度は、毎年恒例のベイクリーンアップ作戦 

（地域清掃）を実施することができませんが、環境委員によるロッカー整理の声掛け

や、節電節水ポスターによる呼びかけなどを行い、みんなが過ごしやすい環境づく

りのために努めていきたいと思います。 

 

（小学校担当 野中 美希 隈部 康雄  中学校担当 斎藤 孝太） 

令和２年度 特別支援教室の通級及び学習支援員の配置の申し込みについて 
 

 発達について気になる児童を対象に、生活面や学習面での困難を克服・改善するための指導を行うために、本

校において通級指導を行う特別支援教室（そよかぜ教室）を開室しております。 

 また、通常の学級の教室内での一斉指導において、苦手な部分を補うために、個別的な支援を行うために学習

支援員を配置しているところです。 

 現在、これらの支援を受けておらず、今後、特別支援教室の通級あるいは、学習支援員の配置を希望される保

護者の方は 10月 24日（木）までに、担任、特別支援コーディネーター、または副校長にご相談ください。 

※なお、来年度も継続して特別支援教室の利用や学習支援員の配置を希望される保護者の方につきましても、 

10 月 24日（木）までに、担任、特別支援コーディネーター、または副校長に連絡してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月の主な行事】 

・ １日（火）都民の日 （休業日）        ・１０日（木）進路説明会（９年） 

・ ２日（水）開校記念日 開校記念集会      ・１５日（火）区連合運動会（６年） 

・ ３日（木）第二回防災Ｊｒ．ティーム訓練（中） ・２５日（金）学芸発表会（児童・生徒鑑賞日） 

・ ５日（土）港区総合防災訓練 （授業日）    ・２６日（土）学芸発表会（保護者鑑賞日） 

・ ９日（水）区連合体育大会（８年）       ・２８日（月）振替休業日 

 

 
【スクールカウンセラー 相談曜日】 

○青木 理惠子 火曜日（小学校） 

○奥野 典子  金曜日（小・中学校） 

○廣瀬 信慶  火曜日（中学校） 

●小学校  03-5500-2572 ●中学校 03-5500-2575 

 

  

  

   2年生の活動紹介 

秋といえば・・・     
空は深く澄みわたり、爽やかな季節となりました。秋といえば「スポーツ」「読書」「芸術」などと言われて

います。そこで、２年生は長縄大会に向けて練習に励んだり、群読を通して言葉に親しんだりする活動に取り

組みました。９月２４日には、群読の講師 加藤先生を教室に招いて群読の行い方を教えてもらいました。「群

読」とは文章を一人で読んだり、グループで分担して朗読をしたりすることです。群読では、「気持ちと姿勢

が大切。」ということを教わりました。この二つのことができると、心を合わせたよい読み方になるそうです。

この日、学んだことは普段の授業でも大切にしていきたいです。そして、来月行われる学芸発表会でも「気持

ち」と「姿勢」を意識し、心を合わせたよりよい劇になるよう、２年生一丸となって練習に取り組んでいきま

す。                           (第２学年担任 鈴木 亜希子 児玉亜有実) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


